
第 2238 回例会 逗子ロータリークラブ 

＊忘年会決算報告：別紙。 

＊1/31 国際奉仕フォーラム｢世界船旅と国際奉仕・環境問題｣

＊2/19 第 2 グループＩ.Ｍ.：テーマ｢例会｣登録料＠7.000 

＊2/2 地区指導者育成セミナー：長野会長エレクト出席 

＊3/14 地球環境温暖化シンポジウム：案内チラシの政策を急

ぐ。講師は国際生態学ｾﾝﾀｰ宮脇昭氏、浅尾慶一郎氏 

＊会員親睦旅行：4/3～4 候補地は石和温泉、長野県佐久、

千葉県鴨川等、検討する。特別会費＠10.000 を徴収する。

＊上半期会計報告
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     ≪ 第 2237 回 例会記録   2008 年 1 月 10 日 ≫    

 ■ 会 長 談 話     松井 一郎 会長                     

新しい年を迎え、皆様には心も新たに清々しいお気持

ちでいらっしゃる事と思います。 

本日は、黒田月水さんの土佐琵琶の素晴らしい音色で

琵琶語りをして頂きます。お琴や三味線をお聴きになっ

た事があっても、琵琶となると初めての方が多いと思い

ます。本日の演題は「坂本龍馬 寺田屋騒動」です。お

正月にふさわしい古典音楽と、日影茶屋のおいしい食事

で和の心を楽しんで頂きたいと思います。「和敬清寂」

と言う言葉がございます。茶道の心を表した言葉ですが、

「和敬」とは、主人と客のお互いの心掛け、「和して敬

う」という心得を表し、「清寂」には、庭や茶室のたた

ずまいや茶道具などが、華美にならないようにと言う意

味が込められているそうです。 

聖徳太子は、「和を以て貴しとなす」と「和」を十七

条の憲法の最初に挙げられました。昨年一年を象徴する

一字に「偽」という字が清水寺の森官長より書写されま

した。今年は「真」「和」という字で、2008 年が過ごせ

ればと思います。又、和は 2 つ以上の数を加えた新しい

値を「和」といい、日本料理では野菜類をみそや酢や胡

麻などの異質な個性を「和え物」といいます。2 つ以上

の異質な個性を「和え」ながら、それぞれの持ち味を生

かすことによって、新しい価値を生み出すことが出来る

のです。ところで、私、松井と長野幹事、矢部副会長と

3 人がそれぞれ混ざり合って良い味が出ているでしょう

か？ まだまだ半年残っています。これからもスクラム

を組んで頑張っていきますので、どうぞ宜しくお願いし

ます。 
最後に、鈴木安之会員が無事に世界一周旅行から帰っ

て来ました。1 月 24 日（木）の夜間例会では世界船旅

紀行の話をして頂きます。卓話 30 分で世界一周が出来

ると思いますので、会員の皆様、是非ご出席宜しくお願

いします。

 

 ■ 理事会報告 1/10（松井、矢部(光)、長野、山科、山本(三)、三宅、菊池、石田、岩瀬、藤吉、山本(由)）    

1 月例会予定  第 1 例会 1 月 3 日 休会 

第 2 例会 1 月 10 日 18:30 新年会(同伴)  ｢日影茶屋｣ 

第 3 例会 1 月 17 日１2:30 八木正幸氏   ｢ｶﾝﾃｨｰﾅ｣  

第 4 例会 1 月 24 日 18:30 鈴木安之会員  ｢ｶﾝﾃｨｰﾅ｣  

第 5 例会 1 月 31 日 18:00 国際奉仕ﾌｫｰﾗﾑ  ｢海狼｣  
2 月例会予定 

第 1 例会 2 月 ７日１2:30 「生涯学習」  ｢ｶﾝﾃｨｰﾅ｣  

第 2 例会 2 月 14 日 18:30 杉野 正氏   ｢ｶﾝﾃｨｰﾅ｣ 

第 3 例会 2 月 21 日１2:30 「世界理解」  ｢ｶﾝﾃｨｰﾅ｣  

第 4 例会 2 月 28 日 18:30 鈴木かおり氏  ｢ｶﾝﾃｨｰﾅ｣  

出席報告 会員数 46 名（出席免除 8 名） 出席数 30 名 出席率 78.95％ 前回修正出席率 78.95％

ゲスト 黒田月水氏（土佐琵琶） 

本日の進行（12:30）

八木正幸氏（浜銀総研） 

「2008 年の経済見通し」

―次回のお知らせ― 

1 月 24 日(木)(18:30)

鈴木安之会員 

｢世界船旅紀行｣ 



 ■ 2008 年 新 年 初 例 会           於：日影茶屋  
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黒田月水氏の土佐琵琶を堪能 
演目「坂本龍馬寺田屋騒動」「壇ノ浦の戦い」

黒田氏は四国土佐清水に生まれ、1987 年 中谷

襄水に師事。土佐琵琶創始者。ＮＨＫ邦楽技能者

育成会卒。高知、関東、関西を中心に公演。 

松井会長年度折返し点の新年例会は 

今年の発展を願って世界船旅より帰 

着早々の鈴木(安)会員の乾杯発声で 

スタート。日影茶屋の正月料理と泡 

盛等の美酒を楽しみ懇親を深めた。 
 
 

 

 

 

 

 

 ■ 報 告                                         

幹事報告＊第２グループＩ.Ｍ.開催案内 2/19 14:20 登録開始 ＊第２グループクラブ対抗ゴルフ開催案内 2/15 
＊米山記念奨学会下半期普通寄付のお願い ＊半期報告書提出 ＊ロータリーの友 1 月号 ＊長柄桜山古墳をまも

る会会報、8 回総会･新年会案内 2/2 10:00～ ＊ＪＣ賀詞交換会 1/28 19:30～ ＊日台Ｒ親善会議開催 5/12 
委員会報告 ＊Ｒ情報委員会開催 1/16 18:30 山科委員長宅 ＊45 周年記念誌完成 
 ■ ニコニコ BOX   （９７．０００円）                       
松井君…新年おめでとうございます。後半もよろしくお

願い致します。 
矢部(光)君…新年明けましておめでとうございます。後

半もよろしくお願い致します。誕生祝を頂いて。

古希になりました。 
長野(芳)君…明けましておめでとうございます。本年こ

そよろしく。 
石黒君、渡邊君、臼井君…謹賀新年。 
桐ヶ谷君、石渡君、篤君、湊屋君、矢部(房)君、松田君、 
三宅君、菊池君、山本(三)さん…明けましておめでとう

ございます。 
山口君、山科君、桐田君、石田君、山本(由)君、高橋君

…今年もよろしくお願いします。 
鈴木(久)君…本年もよろしく。45 周年記念誌見て下さい。 
市川君…本年もよろしく。今日は 110 番の日、チカンに

注意！ 

村田君…呼ばなくても正月は来るね。 
杉本君…皆様おめでとうございます。今年はどんな年に

なるのでしょうか。未知への挑戦です。 
岩瀬君…松井会長、ご苦労様。会員の皆様本年も宜しく。 
青山さん…今年こそ 100％出ます。無理かなー！ 
福嶋君…おめでとうございます。結婚祝を頂き。 
安藤君…久美子のバースデープレゼントありがとうご

ざいます。 
坂井君…家内の誕生祝ありがとうございます。 
橘(武)君…欲しいです！葉山の町に 町長教育基本法。 
鈴木(安)君…長らく留守をいたしました。無事横浜港帰

港、今朝着きました。 
ニコニコ BOX 本日合計  ￥    ９７．０００ 
        累計   ￥ １．３１４．０２４ 
ご協力ありがとうございました。 

 

 
 
 
 
 
 

≪編集だより≫  
▼松井会長の年頭の所感は、上半期を無事消化した安堵とともに、下半期の目標として例会の充実が挙げられた。

当クラブの当面の課題は出席率の向上であることは周知のとおりである。しかし、なかなか改善されない。ロー

タリーの始まりは例会である。犯罪都市シカゴの生活に友情の輪を広げ潤いを与えたい、というポール・ハリス

の思いが込められている。例会を活性化しようではないか。例会は和らぎ睦みの場である。 

                    クラブ会報委員長  坂井  宰 


